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ＦＳＯ－１２１５５Ｂ 

 
細径単心コード集合型光ファイバケーブル 

ＦＳＴＫ－Ｇ５０－０２－Ｖ 

 

１．適用範囲 

  本仕様書は、細径単心コード集合型光ファイバケーブルについて定めたものである。 

 １－１適用規格 

 ①ＪＩＳ Ｃ ６８２０ 「光ファイバ通則」 

 ②ＪＩＳ Ｃ ６８２２ 「光ファイバ構造パラメータ試験方法－寸法特性」 

 ③ＪＩＳ Ｃ ６８２３ 「光ファイバ損失試験方法」 

 ④ＪＩＳ Ｃ ６８２４ 「マルチモード光ファイバ帯域試験方法」 

 ⑤ＪＩＳ Ｃ ６８２５ 「光ファイバ構造パラメータ試験方法－光学的特性」 

 ⑥ＪＩＳ Ｃ ６８３１ 「光ファイバ心線」 

 ⑦ＪＩＳ Ｃ ６８３２ 「石英系マルチモード光ファイバ素線」 

 ⑧ＪＩＳ Ｃ ３００５ 「ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法」 

 

 

２．構造 

２－１  光ファイバ心線 

表１  光ファイバ心線構造 

項    目 仕                  様 

材    質 石英ガラス（ＧＩ） 

コ  ア  径 ５０ ± ３ μｍ 

ク ラ ッ ド 径 １２５ ± ２ μｍ 

開口数（N.A.） ０．２０ ± ０．０１５ 

コア／クラッド偏心量 ３μｍ 以下 

コア非円率 ６％ 以下 

クラッド非円率 ２％ 以下 

一次被覆 ＵＶ硬化型樹脂 

二次被覆 熱可塑性樹脂 被 覆 

外  径 ０．９ ± ０．１ ｍｍ 

 

 

２－２  光ファイバコード 

表２  光ファイバコード構造 

項    目 仕                  様 

補 強 繊 維 抗張力繊維を縦添えする。 

コ ー ド 外 被 空色鉛フリーＰＶＣ 

コ ー ド 外 径 約 ２．０ ｍｍ 

識    別 ナンバリングによる。 
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２－３  光ファイバケーブル 

表３  光ファイバケーブル構造 

項    目 仕            様 

集    合 
光ファイバコード２本を撚り合わせ、その外側に緩衝層と

して適当な介在物を充填する。（付図参照） 

ケーブル外被 標準厚１．０ ｍｍの橙色鉛フリーＰＶＣシース 

仕 上 外 径 約 ６．５ ｍｍ 

概 算 質 量 ４０ ｋｇ／ｋｍ 

 

 

３．特性 

表４  ケーブル特性 

種    別 
伝送損失 

ｄＢ／ｋｍ以下 

伝送帯域 

ＭＨｚ・ｋｍ以上

波    長 

ｎｍ 

３．０（＊１） ５００（＊３） ８５０ 
Ｇ５０ 

１．０（＊２） ５００（＊３） １３００ 

（＊１）ケーブル長（：Ｌkm）より、以下の式を適合する。 

        １≦Ｌ              ：3.0×Ｌ               （ｄＢ以下） 

       0.2≦Ｌ＜１          ：2.875×Ｌ＋0.125      （ｄＢ以下） 

            Ｌ＜0.2         ：0.7                   （ｄＢ以下） 

（＊２）ケーブル長（：Ｌkm）より、以下の式を適合する。 

        １≦Ｌ              ：1.0×Ｌ               （ｄＢ以下） 

       0.2≦Ｌ＜１          ：0.875×Ｌ＋0.125      （ｄＢ以下） 

            Ｌ＜0.2         ：0.3                   （ｄＢ以下） 

（＊３）ケーブル長（：Ｌkm）より、以下の式を適合する。 

        １≦Ｌ              ：表４の値／Ｌ          （ＭＨｚ以上） 

       0.4≦Ｌ＜１          ：表４の値／Ｌ0.5        （ＭＨｚ以上） 

            Ｌ＜0.4         ：表４の値／0.4 0.5     （ＭＨｚ以上） 

注）但し、測定値の限界は１ＧＨzとする。 

 

 
４．機械的特性 

表５  機械的特性 

項    目 仕      様 

コード ８０Ｎ 以下 
許 容 張 力 

ケーブル ４００Ｎ 以下 

コード ３０ｍｍ 以上 

布設時 ケーブル外径の２０倍以上 許容曲げ半径 
ケーブル 

固定時 ケーブル外径の１０倍以上 
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５．標識 

ケーブル外被上に製造社名略号、ファイバ種別、１ｍ毎のレングスマーク等を連続 

表示する。 

 

６．端末処理 

  ケーブルの両端は湿気の浸入を防ぐ為、適当なキャップを用いて密閉する。 

 

７．荷造り、表示 

ケーブルは一条ごとに束取り又はドラムに巻き、運搬、保管に耐える様な荷造りを 

する。 

 

  梱包には、適当な位置に次の事項を表示する。 

（１）品名又は略記号 

（２）条長 

（３）製造社名又はその略記号 

（４）製造年月 

（５）その他必要事項 

 

８．注意事項 

  本製品を常時水に浸る場所及び直埋布設すると性能が劣化するおそれがあります 

  ので避けて下さい。 

 

９．構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の数字はコード外被上のナンバリングを示す。 

１ 

２ 

光ファイバ心線 

補強繊維 

コード外被 

緩衝層 

外被 


